
・蒲田駅西口駅前のイメージ共有を図るため、同程度規模（デッキ整備なし）の駅前広場７ヶ所を対象とし、 
「クオリティの高いまち・蒲田」に求める“まちのイメージ”について事例整理を行う。 

まちの 
イメージ 
評価指標 

にぎわい 清潔感 個性 安心・やすらぎ

○ ◎ ○ ○

※乗降客数は、各鉄道会社が公表している 2012 年度調べより引用。 
ただし、JR 東日本は乗車客数のみ公表されているため、２倍した数値を乗降客数として表記。

※地図は地理院地図（電子国土 W eb）より引用 

【まちのイメージ・特徴】 
・学生や若者が多く、にぎわっている 
・複数の商店街が駅前にあり活気がある 
・主に駅ビル整備が進み清潔感がある 
・暮らしたいまちの上位に選出されている 
・後背地に井の頭公園があるなど、落ち着いた街並み 

◇景観・環境 要素別分析 
・みどり：交通島に見通しのよいフラワーポットの配置、 

広場周辺の列植された樹木 
・舗装色：グレー、クリーム色 
・その他：植栽とベンチの配置による交通島のイベント広場、 

集いの空間形成 

雨風をしのぐバス乗車場のシェルター 駅前広場沿いに列植されたうるおいある樹木

乗り入れ路線と乗降客数  

：JR 中央線 276,966 人/日 
  ：京王井の頭線 141,475 人/日 

：駅前広場（約 10,400 ㎡）

駅ビルの壁面緑化によるうるおい

まちの 
イメージ 
評価指標 

にぎわい 清潔感 個性 安心・やすらぎ

◎ △ 〇 ◎

【まちのイメージ・特徴】 
・駅前に複合ビルがありにぎわいや生活感がある 
・デザインされたシェルター、統一されたサイン、手入れの
行き届いた植栽など清潔感がある 

・駅前のモニュメントを公募するなど、個性がある 
・駅から雨に濡れずに地下自転車駐車場にアクセスできる 

◇景観・環境 要素別分析 
・みどり：交通島、広場周辺 
・舗装色：暖色系、白色系 
・シェルター：統一した特徴的なシェルター 
・モニュメント：交通島に配置（公募型） 
・その他：太陽光パネルの配置 

駅前広場一体にデザインされたシェルター

引用）川崎市報道発表資料より 

乗り入れ路線と乗降客数 ：JR 南武線、JR 横須賀線 216,092 人/日 
            ：東急東横線 150,325 人/日 
            ：東急目黒線 39,006 人/日 

：駅前広場（約 4,500 ㎡）

手入れの行き届いた植栽（地下自転車駐車場出入口） 分かりやすい案内板（多言語対応）

（１）武蔵小杉駅（東口） （２）吉祥寺駅（北口）

参－10

駅前整備の事例２



【まちのイメージ・特徴】 
・市街地再開発事業で駅前を一体的に整備し、公共施設やマ
ンション等によるにぎわいがある 

・駅前から連続したシェルターや歩道のフラット化、ベンチ
の配置などのユニバーサルデザイン 

・統一されたデザインで清潔感がある 

◇景観・環境 要素別分析 
・みどり：交通島の植栽帯、広場周辺の列植された樹木 
・舗装色：暖色系 
・シェルター：連続したシェルター 

 

乗り入れ路線と乗降客数 ：JR 中央線 115,812 人/日 

：駅前広場（約 6,300 ㎡）

連続したシェルター駅前広場の鳥瞰写真

引用）小金井市ＨＰより 

まちの 
イメージ 
評価指標 

にぎわい 清潔感 個性 安心・やすらぎ

◎ ◎ △ ○

引用）自由が丘経済新聞より 

【まちのイメージ・特徴】 
・駅周辺の商店街など店舗のにぎわいがある 
・暮らしたいまちの上位に選出されている 
・駅前広場整備により安全安心な歩行者空間 

◇景観・環境 要素別分析 
・みどり：見通しのよい配置  
・舗装色：グレー 
・その他：交通島のモニュメント 

従前の駅前広場 現在の駅前広場 

乗り入れ路線と乗降客数  

：東急東横線 91,962 人/日 

：東急大井町線 51,341 人/日 

：駅前広場（約 2,000 ㎡）

拡張整備された歩行者の広場空間

まちの 
イメージ 
評価指標 

にぎわい 清潔感 個性 暮らしやすさ 

◎ ○ △ ◎

駅前広場 鳥瞰写真（引用：目黒区 HP より） 

参－11

（３）武蔵小金井駅（南口） （４）自由が丘駅（正面口）

駅前整備の事例２
※乗降客数は、各鉄道会社が公表している 2012 年度調べより引用。 
ただし、JR 東日本は乗車客数のみ公表されているため、２倍した数値を乗降客数として表記。

※地図は地理院地図（電子国土 W eb）より引用 



【まちのイメージ・特徴】 
・アーケードのある商店街ににぎわいがある 
・駅前広場中央の曙杉シンボルツリーになっている 
・中杉通りの列植により、南北方向に緑のネットワークが形
成されている 

◇景観・環境 要素別分析 
・みどり：交通島にシンボルツリー（曙杉）が配置 
     中杉通り沿いの列植  
・舗装色：暖色系 
・その他：交通島のオープンスペース（噴水、公衆トイレ） 

駅前のアーケードのある商店街

乗り入れ路線と乗降客数  

：JR 中央線 87,076 人/日 

：駅前広場（約 3,100 ㎡）

うるおいある複数のシンボルツリーとオープンス

オープンスペース内の噴水と公衆トイレ

まちの 
イメージ 
評価指標 

にぎわい 清潔感 個性 暮らしやすさ 

△ △ ◎ 〇

【まちのイメージ・特徴】 
・見通しの良い緑陰空間 
・近隣の広場やまちへと続く列植、四季を感じる樹木によ
り、緑のうるおいが感じられる 

・大型の商業施設が駅前にあり、にぎわいがある 
・バスとタクシーの乗車場が中央の歩道空間により分かれて

◇景観・環境 要素別分析 
・みどり：見通しの良い緑陰空間 
・舗装色：グレー系 
・その他：ベンチを兼ねた植栽枡 

駅前の来街者を迎える緑量のある植栽

乗り入れ路線と乗降客数  

：JR 中央線 125,412 人/日 

  ：西武多摩川線 28,281 人/日 

：駅前広場（約 6,200 ㎡）

見通しのよい足元空間がすっきりとした高木

近隣の広場やまちへと誘導する植栽

まちの 
イメージ 
評価指標 

にぎわい 清潔感 個性 暮らしやすさ 

〇 △ 〇 ◎

参－12

（５）武蔵境駅（南口） （６）阿佐ヶ谷駅（南口）

駅前整備の事例２
※乗降客数は、各鉄道会社が公表している 2012 年度調べより引用。 
ただし、JR 東日本は乗車客数のみ公表されているため、２倍した数値を乗降客数として表記。

※地図は地理院地図（電子国土 W eb）より引用 



乗り入れ路線と乗降客数 ：東急田園都市線：79,261 人/日 

：東急大井町線 44,650 人/日 

【まちのイメージ・特徴】 
・駅前広場機能の分散により、バス、タクシー、一般車
向けに利用されており、手入れや管理が行き届いて清
潔感がある 

・周辺は落ち着きや高級感のある街並み 
・暮らしたいまちの上位に選出されている 

◇景観・環境 要素別分析 
・みどり：駅前広場出入口付近に島状の緑化  
・舗装色：グレー、白色系 
・その他：連続したシェルター、屋外広告物の 

少ない周辺建物 ：駅前広場（約 5,800 ㎡）

まちの 
イメージ 
評価指標 

にぎわい 清潔感 個性 安心・やすらぎ

△ ◎ △ ◎

乗り入れ路線と乗降客数  

：JR 京浜東北線 271,336 人/日 
：東急池上線 68,143 人/日 
：東急多摩川線 85,300 人/日 

：駅前広場（約 5,400 ㎡）

参－13

（７）二子玉川駅（東口バスロータリー）

駅前整備の事例２

参考：蒲田駅（西口）

※乗降客数は、各鉄道会社が公表している 2012 年度調べより引用。 
ただし、JR 東日本は乗車客数のみ公表されているため、２倍した数値を乗降客数として表記。

※地図は地理院地図（電子国土 W eb）より引用 



    

   
 

分類 主な内容 

緑 

駅前のイメージ・全体 

①クオリティの高いまちという駅前のイメージについて、国内外においてクオリティの高いまちで、緑が少ない街はほとんどない。限りなく現状の緑は、キープしたほう
がいい。新しい緑は、落ち着くまでは時間がかかる。高木はなるべく現状の樹木を残し、動線に支障があるもののみ移設したほうがいい。 
例）表参道も、御影を張って同じ舗装にしたとしても、あのケヤキがなくなってしまったら、あの空間の雰囲気は全くなくなる。 

②木があったほうが、雰囲気はいいと思う。気持ちのよさそうな空間に、来街者は近づいていくと思う。 

③ヨーロッパは、周辺の建物を厳しく規制できているので問題はないのですが、日本ではそれは難しい。やはり木を残して、周りを隠したほうが、雰囲気はいい。 
緑陰は大事だと思う。ベンチと木をセットで置いたらどうか。 

④周辺のごちゃごちゃした建物が木によって隠れていて良い。今後、徐々に周辺街区の建て替えも進んでいくとは思うが、初動期としては木で隠すという考えもあると 
思う。 

⑤短期的、初動期で考えるのならば、現状の緑を活かしながら、計画したほうがいいと思う。 

配置について 
⑥動線の改善として、支障になっている低木は改善していただいて良いと思うが、高木は少なくすると、周辺の見せたくないところまで見えてしまうので、空間の質を保
つためには、高木を配置したほうがいいと思います。 

⑦商店街の看板や店舗が見えなくて困るなど意見もあるが、にぎわいのためには、木を配置して街の雰囲気を良くすることのほうが、はるかに重要だと思う。 

広場南側の 
クスノキ 

⑧この木を切るとか、移設するにしても、なくす案は考えられない。動線にしても、足元を残せば、木は残せると思う。ただ、高植えされているので、根が上のほうまで
あると、周りを高く残す範囲が大きくなる可能性がある。移植は、木のためには難しいのではないか。 

⑨イベントが開催されていない状況がどうなるのか考えたほうがいい。路上ライブやイベントをやるにしても、全く木のない状況は拠りどころがないというか、空間的に
どうなのかなと思う。木がせっかくあるのなら、残したほうがいい。 

⑩何もないスペースは逆に使いにくいのでは。 

⑪北側の交通島のクスノキも残すのならば、こちらも残したほうがいいのではないでしょうか。低木は撤去しても問題はないと思いますが、あれだけの高木を切るとなる
と、反対意見もあるのではないか。 

（参考）昭和 6 0 年頃にクスノキを北側の地元の名士の方の寄付であるクスノキと対にして植樹。 

事例・具体例 

⑫さいたま新都心は、6 .5 m のピッチでケヤキを植えている。かなり狭いピッチなので、円蓋ができる感じです。 

⑬駅前でオープンカフェとかやればいいのでは。緑も多いし、雰囲気がいいと思う。 
新宿東口のモアビル前や横浜の日本大通りなど常設でオープンカフェが実施されている。 

舗装の色彩 
駅前全体について 

⑭汚れが目立ちにくい、メンテナンスがしやすい色にするならば、白っぽい色は反対です。ガムなどが付いた時に白っぽい色は非常に目立ちますし、床が白っぽくなると、
周りの建物の色や、看板の派手な色合いが浮き上がって見える。全体がプレーンでナチュラルな色味の街並みに、床を白っぽくするのは、映えてきれいに見えますが、現
状の建物がほとんど残る場合は、やめたほうがいいと思う。 

⑮暖色系の色味であれば、にぎわい感や暖かみもあり、現状の赤みの強い色味に比べるとくどい感じがしないので、ベージュ系の温かみのある色合いまたはグレー系（相
当白っぽい色合い）で比べた場合は、ベージュ系がいいと思う。グレー系にする場合には、暗い色味を使ってはどうか。 

⑯御影石でも、グレーの黒に近いものを使わない限り、まぶしい。夏は、快適さからは程遠くなると思う。 

事例・具体例 ⑱色見本の 7 .5 Y R 7 /3 の 7 /3 もかなり明るいので、」もう少し暗くしたほうが良い。同じ色をべったり張るのではなくて、濃淡のあるものを張ったほうが、まぶしさは軽
減できる。暗めのブラウン系やグレー系を入れつつ、ミックスした張り方のほうが汚れも目立たないと思う。自然の風合いを生かした感じがいい。 

【景観計画 都市計画分野】   佐谷 和江   【色彩分野】   滝沢 真美  【緑化分野】   加藤 修 景観アドバイザー 
３名 

参－14 

景観アドバイザーの意見集約３

（１）第１回の概要

ケヤキの列植があるさいたま新都心 オープンカフェを実施している
新宿駅東口のモアビル前 

オープンカフェを実施している
横浜の日本大通り 



    

   
 
 

分類 主な内容 

【景観計画 都市計画分野】   佐谷 和江   【色彩分野】   滝沢 真美  【緑化分野】   加藤 修 景観アドバイザー 
３名 

参－15 

（２）第２回の概要

「暖かみ」「落ち着き・風格」 
を重視した案 

「暖かみ」「明るさ」 
を重視した案 

「暖かみ」「落着き・風格」
を重視した案 



分類 意見要旨 区の考え方 

西口駅前広場検討部会の意見集約４

（１）第１回 西口駅前広場検討部会での主な意見

参－16 



区分 意見要旨 説明・区の考え方 

資料への質問 

広場全体の整備 

【色調】 

【緑】 

【照明】 

【防災】 

【色調】 

【緑】 

【照明】 

【防災】 

広場北側の整備 

広場南側の整備 

交通島の整備 

その他 

（２）第２回 西口駅前広場検討部会での主な意見

参－17 



 

区分 意見要旨 デザイン基本計画素案作成に向けた整理 

全体イメージ 

舗装材 

（色調・材料） 

【材料】 

【色調】 

植栽 

照明 

案内誘導サイン 

（喫煙所） 

その他 

参－18 

（３）第３回 西口駅前広場検討部会での主な意見



その他5

（１）シェルター設置範囲の検討

参－19 

■検討内容の前提整理（想定） 

・悪天候時にも、安全で円滑に移動できる歩行環境を確保できるようシェルターの配置を検討する。 

・近年、タクシー乗車場のシェルターを再整備したばかりであるため、整備時期に関しては中・長期整備を見据えて今後検討を行う。 

・整備範囲については以下の２案を検討する。   ※実施にあたっては、関係機関との協議・調整により、実現範囲が変更となる場合があります。

シェルター設置検討範囲 

案①：駅から商店街（サンライズ商店街・サンロード商店街・工学院通り商店会）をつなぐ動線にシェルター設置を検討する場合 

案②：駅からタクシー乗車場をつなぐ動線にシェルター設置を検討する場合 

案② 

サンライズ商店街 

サンロード 
商店街 

案① 

工学院通り商店会 シェルターの施工イメージ

吉祥寺駅北口 
駅ビル側のシェルター 

主要構造材と屋根材ともに 
アルミホーロー材 

主要構造材：鉄骨、 
屋根材：アルミ形材 

主要構造材と屋根材ともに 
アルミホーロー材 （俯瞰） 

※シェルターの間口（幅員）は、2.5m～3.5ｍを想定。  


